

















 ― プロスペル・メリメにおける異国性について 
（論文内容の要旨） 
 Prosper Mérimée (1803-70)は、小説の執筆のみならず、文芸批評や歴史研究などの分
野でも活動した 19 世紀フランスの作家である。小説作品としては、初期に長編の歴史
小説を執筆した以外は主に中編、短編が多く、異国性豊かな特徴を持つ作品が多い。
このような小説作品への影響を考える上で、1834 年 5 月に任命された史跡監督官




仏ルシヨン地方を舞台とする小説『イルのヴィーナス』(La Vénus d’Ille, 1837)と、コル
シカ島を舞台とする小説『コロンバ』(Colomba, 1840)は、制作、発表時期がメリメの
監督官としての活動時期と重なっており、それぞれ『南仏紀行文』 (Notes d’un   
























































































































































































































のと認められる。令和元年 6 月 7 日、調査委員 4 名が論文内容とそれに関連した事柄
について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第 14条第 2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを
認める。 
 
